
年度 内容 概要

H17
耐震補強の調査・設計

調査時に両橋台のドゥルック鋼棒の非破壊調査を実施
し、A1側鋼棒の破断を確認（A2側は破断見られず）

ドゥルック鋼棒の目視調査（A1） ウォータージェットによる竪壁前面のはつり

H18
負反力PC鋼材補強（A1） 橋台前面に破断鋼棒を補完する縦締PC鋼材を設置

グラウンドアンカー補強（A1・A2） レベル2地震動に対する橋台の移動対策

H19 橋台-主桁連結工（A1・A2） レベル2地震動に対する主桁の移動対策

H20 上部工補強修正設計 B活補強及びレベル2地震動対策の上部工修正設計

H20
上部工既設PC鋼棒補修 B活補強に先立つ補修（継手・グラウト再注入）

床版上面炭素繊維シート補強 B活補強・歩道軽量化を併せて実施

H21 床版上面炭素繊維シート補強 B活補強・歩道軽量化を併せて実施

H21
～23

上部工外ケーブル補強
B活補強及びレベル2地震動対策・桁補修を併せて実
施

上部工炭素繊維シート補強

中央径間下床版Co増圧補強

H23 遠望目視点検

H24

上部工既設PC鋼棒補修 斜鋼棒のPCグラウト再注入・剥落防止工を併せて実施

橋脚炭素繊維シート補強 レベル2地震動対策・橋台と橋脚の補修を併せて実施

伸縮装置取替（A1・A2） A1側：2回目、A2側：1回目

H29 近接目視点検 法令に基づく定期点検

(3)維持管理経緯 （H17年度以降の経緯一覧）
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（3）維持管理経緯 （H17年度調査）

超音波探査：A1橋台（18本）、 A2橋台（18本）

鋼棒腐食度調査（9本）：A1橋台
20



（3）維持管理経緯 （H17年度調査）
【橋台 鉛直PC鋼棒 腐食調査】

＜室津側（A2）橋台＞

＜長島側（A1）橋台＞

＜長島側（A1）橋台の西側鋼棒 目視調査結果＞
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橋台前面をはつり目視調査を実施（9本腐食）



（3）維持管理経緯 （H17年度調査）
【超音波探傷試験（鋼棒長さ調査）結果 長島側（A1）橋台の東側】

＜長島側（A1）橋台 東③鋼棒＞ ＜長島側（A1）橋台 東④鋼棒＞

＜長島側（A1）橋台 東②鋼棒＞

＜長島側（A1）橋台 東⑤鋼棒＞ ＜長島側（A1）橋台 東⑥鋼棒＞

＜長島側（A1）橋台 東⑦鋼棒＞ ＜長島側（A1）橋台 東⑧鋼棒＞

＜長島側（A1）橋台 東⑨鋼棒＞

破断

22



（3）維持管理経緯 （H17年度調査）
【超音波探傷試験（鋼棒長さ調査）結果 長島側（A1）橋台の西側】

＜長島側（A1）橋台 西③鋼棒＞ ＜長島側（A1）橋台 西④鋼棒＞

＜長島側（A1）橋台 西②鋼棒＞

＜長島側（A1）橋台 西⑤鋼棒＞ ＜長島側（A1）橋台 西⑥鋼棒＞

＜長島側（A1）橋台 西⑦鋼棒＞ ＜長島側（A1）橋台 西⑧鋼棒＞

＜長島側（A1）橋台 西⑨鋼棒＞

破断

＜長島側（A1）橋台 西①鋼棒＞

破断 破断

破断

破断

破断
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（3）維持管理経緯 （H17年度調査）
【超音波探傷試験（鋼棒長さ調査）結果 室津側(A2)橋台の東側】

＜室津側（A2）橋台 東③鋼棒＞ ＜室津側（A2）橋台 東④鋼棒＞

＜室津側（A2）橋台 東②鋼棒＞

＜室津側（A2）橋台 東⑤鋼棒＞ ＜室津側（A2）橋台 東⑥鋼棒＞

＜室津側（A2）橋台 東⑦鋼棒＞ ＜室津側（A2）橋台 東⑧鋼棒＞

＜室津側（A2）橋台 東⑨鋼棒＞

＜室津側（A2）橋台 東①鋼棒＞
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（3）維持管理経緯 （H17年度調査）
【超音波探傷試験（鋼棒長さ調査）結果 室津側(A2)橋台の西側】

＜室津側（A2）橋台 西③鋼棒＞ ＜室津側（A2）橋台 西④鋼棒＞

＜室津側（A2）橋台 西②鋼棒＞

＜室津側（A2）橋台 西⑤鋼棒＞ ＜室津側（A2）橋台西⑥鋼棒＞

＜室津側（A2）橋台 西⑦鋼棒＞ ＜室津側（A2）橋台 西⑧鋼棒＞

＜室津側（A2）橋台 西⑨鋼棒＞

＜室津側（A2）橋台 西①鋼棒＞
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（3）維持管理経緯 （H17年度調査）
【長島側（A1）橋台の西側鋼棒 目視調査状況】

鋼棒番号①全景（その１）

全景（その２）

全景（その３）

鋼棒番号①

鋼棒番号① 26



（3）維持管理経緯 （H17年度調査）
【長島側（A1）橋台の西側鋼棒 目視調査状況】

鋼棒番号②鋼棒番号②

鋼棒番号②

鋼棒番号② 27



（3）維持管理経緯 （H17年度調査）
【長島側（A1）橋台の西側鋼棒 目視調査状況】

鋼棒番号③鋼棒番号③

鋼棒番号③

鋼棒番号③ 28



（3）維持管理経緯 （H17年度調査）
【長島側（A1）橋台の西側鋼棒 目視調査状況】

鋼棒番号④鋼棒番号④

鋼棒番号④

鋼棒番号④
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（3）維持管理経緯 （H17年度調査）
【長島側（A1）橋台の西側鋼棒 目視調査状況】

鋼棒番号⑤鋼棒番号⑤

鋼棒番号⑤

鋼棒番号⑤ 30



（3）維持管理経緯 （H17年度調査）
【長島側（A1）橋台の西側鋼棒 目視調査状況】

鋼棒番号⑥鋼棒番号⑥

鋼棒番号⑥

鋼棒番号⑥ 31



（3）維持管理経緯 （H17年度調査）
【長島側（A1）橋台の西側鋼棒 目視調査状況】

鋼棒番号⑦鋼棒番号⑦

鋼棒番号⑦

鋼棒番号⑦ 32



（3）維持管理経緯 （H17年度調査）
【長島側（A1）橋台の西側鋼棒 目視調査状況】

鋼棒番号⑧鋼棒番号⑧

鋼棒番号⑧

鋼棒番号⑧ 33



（3）維持管理経緯 （H17年度調査）
【長島側（A1）橋台の西側鋼棒 目視調査状況】

鋼棒番号⑨鋼棒番号⑨

鋼棒番号⑨

鋼棒番号⑨ 34



(3)維持管理経緯(補強対策)
【補強工法概要図】
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(3)維持管理経緯（補強対策）
【長島側（A1）橋台応急対策工図】
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(3)維持管理経緯（補強対策）
【主桁外ケーブル配置図（その1）】
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(3)維持管理経緯（補強対策）
【主桁外ケーブル配置図（その2）】
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(3)維持管理経緯(補強対策)
【下床版増厚部圧縮鋼材配置図】
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